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 要  旨 
オンラインゲームは 20世紀 60年代から始まり、インタネットの普及とプロードバンド化の進
展を受け、市場が拡大を続けている一方、オンラインゲームに過度に接触していて、オンライン
ゲーム中毒になるプレイヤーも出ている。オンラインゲームが流行し、そのプレーヤーも増加し
つつある。そこで、なぜオンラインゲーム中毒になるかという中毒の原因を考えてみると、多く
の場合は個人的要素に原因があると思われる。つまり、オンラインゲーム中毒になったのは、一
方的にオンラインゲームに過度に接触するプレーヤー自身の問題であり，それだけが注目されて
いると言えよう。しかしながら、それだけでなく、オンラインゲームの生産者側、オンラインゲ
ーム使用の管理者側の責任も問われる必要があると考えられる。特に、近年の日本でも、同様な
問題が起こしているので、日本での対策や企業の社会的責任（CSR）の観点から、中国への対応
策の一つを検討したい。以下に本論文の構成を示す。 
まず、オンラインゲームの概念とオンラインゲーム中毒についての現状や現在までの先行研究
などを述べ、本研究に至った背景、動機、目的を述べた。 
第 1章「オンラインゲームの発展」では、オンラインゲーム自体を正確的に理解するために、
世界と中国のオンラインゲームの歴史を振りかえながら、オンラインゲームの経済結果、社会収
益や問題点を説明した。 
第 2章「オンラインゲーム中毒の現状」の中に、中国、日本と韓国のオンラインゲーム中毒現
状を説明して、現段階の解決方法をまとめる。その後、任天堂の CSRレポートの具体的な例を挙
げて、企業自身が取り組む CSRの必要性を説明した。 
第 3章「国際 CSRの発展と CSR先進国の特徴」では中国のオンラインゲーム企業の CSRを
どう促進するかを考えるために、まず国際 CSRの流れと原因を説明し、その特徴を分析して明ら
かにした。 
第 4章「中国の CSRの発展と特徴」では、国際 CSRの特徴を踏まえ、中国 CSR歴史と現状
を説明し、その特徴を分析する。 
第 5章「考察」の中に、中国の CSR特徴に基づいて、中国オンラインゲーム業界の CSR監督
システムと具体的な促進方法を提案する。 
 
